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水質浄化が期待される霞ヶ浦�

ものづくりにおける技能の継承�

農
協
の
営
農
指
導
体
制
の
強
化
は�

�

全
国
初
の
県
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
た�

営
農
指
導
拠
点
を
整
備�

二
〇
〇
七
年
問
題
の
取
り
組
み
は�

全
庁
的
な
検
討
組
織
を
設
置
し�

総
合
的
に
対
策�

代表質問（要旨） 

議
員
（
民
清
ク
）
　
第
四
次
行

財
政
改
革
大
綱
で
は
、
計
画
期

間
中
で
の
県
債
残
高
の
減
少
を

目
指
し
て
い
る
が
、
残
高
圧
縮

に
向
け
た
具
体
的
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。 

知
事
　
県
債
残
高
は
、
地
方
財

政
制
度
の
大
き
な
改
正
が
な
く

経
済
成
長
が
安
定
的
に
推
移
す

れ
ば
、
平
成
十
九
〜
二
〇
年
度

に
は
ほ
ぼ
頭
打
ち
に
な
る
と
見

込
ま
れ
る
。
徹
底
し
た
改
革
に

よ
り
計
画
期
間
中
に
減
少
に
転

じ
さ
せ
た
い
。 

議
員
　
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

が
始
ま
る
二
〇
〇
七
年
が
迫
り
、

も
の
づ
く
り
の
現
場
な
ど
様
々

な
職
場
で
経
験
と
能
力
の
継
承

が
課
題
と
な
る
。
県
政
の
重
要

課
題
と
し
て
、
検
討
組
織
の
立

ち
上
げ
等
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

知
事
　「
い
ば
ら
き
名
匠
塾
事

業
」
や
テ
ク
ノ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

派
遣
に
よ
る
技
術
の
継
承
、
地

域
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
の
新
規
就
農
支
援
や
地
域
づ

く
り
へ
の
参
加
促
進
、
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
の
指
定
や
「
い
き
い
き

ヘ
ル
ス
体
操
」
等
に
よ
る
健
康

づ
く
り
、
交
流
居
住
・
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
推
進
す
る
。

全
庁
的
な
検
討
組
織
を
設
置
し
、

各
部
局
連
携
の
下
で
総
合
的
な

対
策
を
進
め
た
い
。 

議
員
　
交
通
弱
者
を
守
る
環
境

に
優
し
い
都
市
づ
く
り
を
目
指

す
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
長
期
的
視
点
で
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。 

知
事
　
広
域
的
・
幹
線
的
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
交
通
手
段
の
導

入
や
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
等
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
可

能
性
の
検
討
な
ど
、
交
通
対
策

室
を
設
置
し
て
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。 

議
員
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に

は
住
民
の
協
力
に
よ
る
抑
止
力

強
化
が
重
要
で
あ
り
、
不
審
者

情
報
等
の
共
有
が
必
要
で
あ
る
。

通
学
路
で
の
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

教
育
長
　
各
小
中
学
校
で
安
全

マ
ッ
プ
の
作
成
・
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
一
月
か
ら
県

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

不
審
者
情
報
掲
示
板
を
開
設
し
、

携
帯
電
話
で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。 

警
察
本
部
長
　「
県
子
ど
も
を

守
る
一
一
〇
番
の
家
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」を
結
成
し
、参
加
団
体
に

事
案
発
生
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

を
開
始
し
た
。
平
成
十
八
年
度

は
、
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
と

非
行
防
止
の
た
め
、
退
職
警
察

官
等
を
全
署
に
配
置
す
る
「
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を

展
開
す
る
。 

（
ほ
か
に
、
科
学
技
術
等
を
活

用
し
た
新
産
業
・
新
事
業
の
創

出
、
県
北
重
要
港
湾
の
今
後
の

港
づ
く
り
な
ど
も
質
問
） 

県
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か�

　
本
会
議
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
議
事
堂
の
傍
聴
受
付

で
傍
聴
券
を
受
け
取
っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。（
傍
聴
席
は

三
〇
〇
席
で
先
着
順
で
す
。
） 

　
県
民
の
み
な
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
者
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
審
議
し
て
い
る
の
か
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
ま
た
、
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
を
希
望
す
る
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
、
議
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
の
生
中
継
及
び

録
画
中
継
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し
込
み
方
法
や
本
会
議
等
の
日
程
、

委
員
会
の
傍
聴
の
仕
方
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

は
、
議
会
事
務
局
議
事
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

電
　
話
　
〇
二
九
―
三
〇
一
―
五
六
三
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
九
―
三
〇
一
―
五
六
二
九 

議
員
（
自
県
ク
）
　
農
協
は
金

融
や
保
険
事
業
が
中
心
で
、
肝

心
な
営
農
指
導
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
る
。
農
業
産
出
額
全

国
第
二
位
奪
還
の
た
め
に
は
、

農
協
の
営
農
指
導
体
制
の
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

知
事
　
今
年
四
月
に
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
農
協
中
央
会
と
全
農

い
ば
ら
き
の
営
農
部
門
を
一
元

化
し
た
「
県
域
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
県
職
員
を
派
遣
し
、
全

国
で
も
初
め
て
の
県
と
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
営
農

指
導
の
拠
点
と
し
て
い
く
。 

議
員
　
こ
れ
ま
で
県
は
、
巨
額

の
経
費
を
投
じ
て
霞
ヶ
浦
浄
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
県
民

の
目
に
見
え
る
形
で
の
水
質
改

善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

知
事
　
第
五
期
水
質
保
全
計
画

で
は
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
の

水
質
、
い
わ
ゆ
る
「
泳
げ
る
霞

ヶ
浦
」
の
実
現
を
目
指
す
と
い

う
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、

小
規
模
事
業
所
に
対
す
る
排
水

規
制
の
適
用
拡
大
や
生
活
排
水

の
高
度
処
理
の
推
進
、
農
用
地

や
市
街
地
等
の
面
源
対
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。 

議
員
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

県
民
の
目
に
見
え
る
成
果
を
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
個
別
事
業
の
評
価
に
加
え

て
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
重
要

な
政
策
課
題
に
対
す
る
総
合
的

な
評
価
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

知
事
　
現
在
の
政
策
評
価
は
、

少
子
化
対
策
や
霞
ヶ
浦
浄
化
と

い
っ
た
各
部
局
・
各
事
業
に
ま

た
が
る
総
合
的
な
政
策
課
題
に

つ
い
て
は
有
効
に
機
能
し
て
い

な
い
面
も
あ
る
た
め
、
重
要
な

政
策
課
題
を
対
象
と
し
た
新
た

な
政
策
評
価
制
度
を
導
入
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

議
員
　
国
内
外
に
お
け
る
時
代

の
変
化
を
先
取
り
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
本
県
独
自
の
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
政
策
提
言
能
力
を
有
す
る

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
強
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

知
事
　
外
部
の
視
点
や
情
報
を

政
策
研
究
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
県

内
十
大
学
と
の
間
で
地
域
活
性

化
に
資
す
る
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
協
議
を
始
め
た
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
県

の
将
来
の
基
本
的
政
策
と
な
る

よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
政
策

提
言
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
機
能
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。 

　（
ほ
か
に
、
中
小
・
零
細
商

店
に
対
す
る
支
援
な
ど
も
質
問
） 


